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[目的]

最近の人工呼吸器は重症患者の換気モードとして

従圧式換気を用いる場合やウィーニング時の分時換

気量をモニターするためにフローセンサーが付属し

ている装置が増加している。今回、 臨床にて使用し

たエピタ用ディスポーザブルフローセンサー(以下

FS)の再滅菌を試みたので報告する。

I方法】
人工呼吸器にはエビタ Hデユラを使用し、 Mode:

SIMV AutoFlow、一回換気量:500mL、吸気時間

1.3sec、呼吸回数・ 12回、立ち上がり速度 0.20sec、

BTPS補正 OFFの設定で呼吸器の一回換気量と レス

ピキャルで測定した一回換気量を比較した。FSは

臨床にて 1- 3日使用後、 EOG滅菌を施した。 FS

は加温加湿器群 (n=6)とブースター群 (n=6)の2

種類において測定し、それぞれの滅菌回数 10回の

条件において Pairedt -testにより有意差検定を行っ

た。

[結果]

加温加湿器群においては呼吸器の測定値は 495.3

:!: I.I0mL、レ スピキャル測定値は 500.8:!: 1.41mL 

となり 、有意差が生じた (p< 0.01) (図 1)。
ブースター群においては呼吸器の測定値は 498.3:!: 

1.22mL、レスピキャルの測定値は 499.0:!: 1.25m L 

となり有意差が生じなかった (p> 0.1) (図 2)。
[考察]

ブースター群では有意差がなかったため、ブース

ターを使用したFSを再滅菌することが可能である

と示唆された。また、臨床においても使用できなく

なる時は測定不良アラームが発生することより FS

の信頼性は高いと示唆された。 しかし、加温加湿器

群においては有意差があった。これはブースター群

は人工鼻タイプであるため、乾燥したガスが FSを

通過するが、加温加湿器群は加温加湿されたガスが

FSを通過しセンサー内の熱線に負荷がかかったた

め、若干の精度のばらつきが出たと示唆された。 し

かし、 FSの測定精度は :!:8%であり 、今回の設定値

が500mLである ことから:!:40mLの測定誤差が生じ

ると示唆される。図 3に加温加混器群の測定値をグ

ラフにしたものを示すと最大値が 520mL、 最小値が

478mLとなり、加温加湿器群の測定値は十分その誤

差範囲内にあるため使用できる可能性も示唆され

た。

[結語]

ブースタで使用した FSはリユーザブルとして使

用できることが証明できた。しかし、加温加湿器で

使用したものについては今後検討が必要であると考

えられた。

図 I 加温加湿器群
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図2 ブースター群
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図3 加温加湿器群エピタ測定値
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